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ランスミッ γ ョン・メー カー がミ中心となり l 指導的な役割を果していたゐ食品や衣料品などでは，
流通担当の企業が中心となって γステムを構築する場合もあろう c 上の自転阜のようなケ}スと
は異なり，自動車やテレビ受融機などの代表的なメーカーのケースではj 中心的な機種の組みノ
























、立ては，システムの中心を占めるメー カー が自分で行なうが，周辺酌な機種の組み立ては， より
}]cI)~~ぃ提長先の企業に書託する ζ とがある。この論文では， ζのようなケ 九を意頭に置いて，
「中核企業」ということばの用語怯を定めている。
2) そのような i市場」ということばの恒い方ι代表的な倒は Arrow(1969)に見いだせる。
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関係的契約の日米比較については Asanuma(1988) に，さらに日本の完成車
メーカーとサプライヤーの問の関係的契約が含んでいるリスク負担のメカニズ











































売され登録されたが 2万種類のうち約半分は 1種類当り 1台しか登録されて





の この論文で私が「銘柄」とよんでいるものは， トヨタの例では，コロナ，カロー ラ，クラウン
など，また日産自例tは，ブル バ ド，ザニー ，セドリックなどに当たる。企業により，これ
は「車名J~よばれることも多<. i車種Jということばを， この意味で使う場合もある。











































表1 販売庖内在庫状況 (%) 






















4) オダ ユーントリー ・システムについては 岡本(l985a.1985b， 1985c. 1986， 199{))カL
自動車産業だけでなく，鉄鋼業-'¥"IC産業も対象に含めて，精力的な実態調査の結果を報告して
いる。また理大野・門田 (19B3)および門田 (1989)も非常に参考になる。
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衰2 トヨタクラウ '/0)仕様数の推移
種 類 昭和41年 4月 昭和田年4月
ポデ タイプ z 4 
エ ユ/ ミ/ ン 2 4 
キャプレター 2 2 
燃 争下 2 3 
トランスミヴ、ンョン 3 7 
グ レ ド 4 8 
シ ト 形状 2 5 
注支装備〔オプション〕 l 20 
塗 色 14 13 
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4. 1 第 1種の指標















た。ちなみに， 1985年初めの時点 C，A社では x=7，B社では x=12であっ
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